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講義ノート
考慮にいれて､近い将来にベロブスカイト系物質の異常輸送現象の本質が明らかにされる
ことを期待したい｡
この小文で述べたことは､未だ研究途上のものであり必ずしも明快であったり理路整
然としたものではない｡物性研究は､過去のどの研究もそうであったように､混沌とした
自然現象のなかから新しい概念を発見してきた｡若い研究者がこのような自然という密林
を臆することなく探検し､そこできらりと光る美しい真理を発見する喜びを味わって頂き
たい｡
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